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研究成果の概要（和文）： 本研究は、打出（2具の袖口と褄を御簾の下から出す）の舗設を通して、10世紀から
14世紀頃の后妃・女院の儀礼空間を明らかにする。古記録・文献史料・絵画史料を調査し、打出の実態や用法を
検討する。また、女房装束を使用し、打出を再現することで、打出のイメージを検討する。
　打出は、平安物語に示された本文と中世の絵画に描かれた視覚的表現が重ねられ、理解が構築されてきた。打
出・几帳は、空間の季節感や居住者の特性を表す室内装飾ともいえる。後の近世の障壁画につながる役割があ
る。さらに、19世紀の住吉広行筆「舞楽図」（毛利博物館蔵）の打出の表現により、打出の袖口に付ける工芸装
飾の重要性を認識した。

研究成果の概要（英文）：This research elucidates the ritual spaces of empresses and Imperial 
princesses from the 10th to 14th centuries through the study of interior furnishings known as "
uchi-ide." The research method involves examining ancient records, literary sources, and pictorial 
sources to clarify the realities and usages of uchi-ide. Additionally, by recreating uchi-ide using 
period-appropriate court dress, the study explores the colors, patterns, and installation methods of
 uchi-ide. As a result, it is found that uchi-ide and kichou are interior decorations that reflect 
the seasonal atmosphere of the space and the characteristics of the inhabitants, playing a role that
 connects to the partition paintings of the later early modern period. Furthermore, the study 
recognizes the importance of craft decorations attached to the sleeves of uchi-ide, based on the 
findings in the Bu-gaku-zu screen by Sumiyoshi Hiroyuki in the 19th-century.

研究分野： 建築歴史意匠
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　寝殿造の研究は、公的な儀式を中心に、平面構成・殿舎配置の解明を目指して、研究がなされてきたため、住
宅の内部空間の使い方や演出方法に関する研究は少ない。
　本研究は、これまで服飾史や国文学、日本史学等で推進されてきた女房装束と建築との関係性から、古代中世
の住空間の特質を追求したことに学術的な意義がある。また、これまであまり注目されてこなかった后や内親
王、女房といった女性の使用する空間について注目したことに社会的な意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 

１．研究開始当初の背景 

寝殿造の研究は、公的な儀式を中心に、平面構成・殿舎配置の解明を目指して、研究がなされ

てきた。『源氏物語』等の王朝文学や宮廷女房日記に示される日常生活や内部空間の使い方に関

する研究は少ない。申請者は、これまで描き継がれた源氏物語絵に示された建築空間の変遷を通

して、中・近世における寝殿造理解や、平安時代における歌合空間の場を女房の座を通して明ら

かにしてきた。前課題では、宮廷女房日記を通して、寝殿造の空間において、后・内親王、女房

の生活に着目した結果、女性の座を示す舗設であった打出を通して、中世住宅の変容過程を分析

するという課題が明確になってきた。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、儀礼空間における女性の座を示す打出という舗設の変遷を通して、平安時代から南

北朝時代頃の后妃・女院の儀礼と生活様態の変容を住宅史の視点から明らかにすることを目的

とする。具体的には、(1)古記録・文献史料を収集し、打出の用法について究明すること、(2)中

世宮廷に関わる絵画史料を調査し、実見を通して打出の実態を明らかにすること、(3)服飾史・

国文学・美術史などの他の領域の研究者の協力を得て、打出の色彩や文様、設置方法などを検討

し、打出を再現した。 

 

３．研究の方法 

 打出とは、女房装束を几帳に架け、几帳を中心に、2具の袖口と褄を御簾の下から出す装束で

ある。前年度までの研究課題（2014～2017）において、(1)打出の用法、(2)打出の内部空間、(3)

打出の意匠、(4)打出の場所、(5)女性座としての意味について検討したが、本研究はそれを補完

し、他分野の研究者の協力を得て、研究成果を公開した。 

(1) 古代中世建築の実見・検討 

法隆寺伝東院伝法堂の地蔵会、室生寺金堂、春日大社着到殿、東寺御影堂、京都市内の高陽院、

リサーチパーク蔵平安時代前期の寝殿造模型、堀川音楽高校における庭園跡、京都市風俗博物館

岩手県平泉柳御所遺跡、三重県明和町の平安の杜（9世紀の正殿等）等を実見することで、古代

中世建築の理解を深め、情報を収集した。これらの成果は、博物館図録や単著に活かした。 

(2) 絵画史料・文献史料の調査 

打出等の寝殿造におけるしつらいが描かれた絵画を調査し、研究の資料とした。 

文献史料では、具体的に打出の図が示された、廣義門院御産愚記（延慶 4 年（1311）4 月 11 

日条、姫宮御五十日（『公衡公記』所収）、『花園天皇宸記』 齋場御覧 公卿淵酔（正慶元（1332)

年 11 月 12 日条）を見出した。 

絵画史料では、14 世紀「平家公達草紙」、宮廷生活を描いた「尹大納言絵巻」（福岡市美術館

蔵）、15 世紀「扇面画帖」（九州国立博物館蔵）、「舞楽図」（住吉広行筆、毛利博物館蔵）を調査

した。この中で「舞楽図」は、寛政度内裏復古造営で紫宸殿の賢聖障子を描いた住吉広行が描い

たもので、現存する絵巻には描かれない袖口の工芸装飾が描かれている点を見出し、研究論文に

執筆した。展覧会では、「紫式部日記絵巻」（五島美術館蔵）を熟覧し、模本と表現を比較した。 

また、奈良県立美術館所蔵の女房装束の調査を服飾史研究者の協力のもと実施した。 

メトロポリタン美術館では、「Tale of Genji」展において、各時代の源氏物語絵や、絵画に描

かれた空間を再現した展示を熟覧した。 

三重県立斎宮歴史博物館では、「類聚雑要抄指図巻」「斎宮の居室の復元模型」「源氏物語須磨

巻」「源語図集」「女官飾抄」「女装束図録画帖」を調査した。 

「源氏物語展」（東京富士美術館）では、打出を描いた史料として、「紫宸殿蒔絵硯箱」（個人

蔵）「源氏物語絵巻」（吉村忠夫筆、大阪青山歴史博物館蔵）「源氏物語図屏風」（狩野晴川院養信、

香川法然寺蔵）を熟覧した。 



(3)再現展示の検討 

打出の再現について、服飾史・美術史・国文学等の研究者にご協力を得て再現を試みた。 

① 皇后宮寛子春秋歌合の再現（2018） 

伊永陽子（服飾史）・森田直美（国文学）のご協力を得て、皇后宮寛子春秋歌合の場(天喜四年

(1056)の復原を推進し、和歌文学会例会（2018）、平泉文化フォーラム（2019）等で発表した。 

② 「再現！姫君の空間―王朝の華やぎと輝きの世界へ」（三重県斎宮歴史博物館）（2021） 

令和 2年度リビングヒストリーの助成を得て、打出の再現を試み、企画展示を開催させていた

だいた（河田昌之・伊永陽子・森田直美・榎戸由樹・岸田早苗・梅澤淳各氏にご協力いただいた）。 

③「源氏物語 THE TALE OF GENJI－「源氏文化」の拡がり 絵画、工芸から現代アートまで―」

（東京富士美術館）（2024）の展示において、鴨木年泰・赤須清美氏にご協力いただき、製作し

た打出の設備などを新築し、展示させていただいた。会期中に講座等を実施した。 

 

４．研究成果 

 本研究の課題は、下記にまとめられる。 

(1) 天徳 4 年(960)内裏歌合の場や、皇后宮寛子春秋歌合の場(天喜四年(1056)の復原を推進し、 

和歌文学会の例会で発表した。春秋歌合は、里内裏である一条院が会場とされた。渡殿を公卿座、

簀子を殿上人、廂の御簾内を女房座とする構成は、天徳内裏歌合に準じるが、左右の女房装束を

互い違いにするなど、創意に富んだ演出が生み出された。この場合、左右女房は歌合の趣向に合

わせて左・春、右・秋の装束を着用しているが、几帳にはあやめ草模様が用いられ、季節に即し

た夏仕様であった点を示した。また、頼通水閣歌合の復原を推進し、平泉文化フォーラムにおい

て報告した。 

以上により、打出・几帳は、儀礼の場の季節感や居住者の特性を表す室内装飾であり、後の障

壁画空間につながる役割を持っていることが明確になってきた。 

また、女性の儀礼空間の際に、古記録や物語上で、女性は塗籠の中に座る事例が散見された。

今後はこの点について追及したい。 

 

(2) 「舞楽図」（毛利博物館蔵）の調査により、19 世紀における打出の理解と考証について、明 

らかにした。倫子六十賀（治安 3 年(1023)）「栄花物語」御賀巻の倫子六十賀の場面が描かれて

おり、藤原道長の北の方・倫子、長女・彰子、次女・皇太后妍子、三女・中宮威子、六女・嬉子、

妍子娘の禎子内親王が参加した。 

本図に描かれた打出は、左右の袖口が異なる意匠であり、「雅亮装束抄」や「紫式部日記絵巻」

等の描写を踏まえている。「駒競行幸絵巻」もふまえたと考えられるが、現存する絵巻には描か

れない置口（袖口を装飾する工芸品）の考証がなされている点が注目される。今日では失われた

古画が使用されている可能性があることを言及した。 

さらに、寝殿の階の右側（東）に、装束が片袖だけ出ている場所がある。金・山吹・青・赤・

緑などのひときわ華やかな装束と、鶴や亀などの長寿を表す飾りから、主賓である倫子の存在を

表していることを示した。絵師である住吉広行は、江戸時代後期に平安時代の様相で建てられた

寛政度復古内裏の障壁画を制作した絵師で、有職故実に通じていた。 

以上により、今日に理解されている寝殿造表現は、中・近世における重層的な理解で形成され

た側面が強く、打出も中世絵画上のイメージと、平安時代の物語に示された本文が重ねられて理

解がなされていることが窺われた。 

 

 今後は、打出の上限と下限を文献史料により特定するとともに、女性の空間に関わる塗籠や御

帳にも対象を拡げて検討をすることが課題であり、次の課題では（2023年度～2026年度基盤C）、

新たに服飾史・美術史の研究者を分担者に加え、研究課題を継承している。 
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国文学研究資料館ないじぇる芸術共創ラボ（スペースFS汐留）（招待講演）

第10回源氏絵データーベース研究会（招待講演）
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王朝文化プロジェクト　女性文化講座　姫君の空間
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人間文化研究機構 国文学研究資料館 ないじぇる芸術共創ラボ（招待講演）

日本建築学会大会  PD　建築におけるオリジナルの価値

第8回源氏絵データベース研究会、シンポジウム桃山・江戸時代源氏絵研究の最前線

第6回日本建築史研究会

赤澤真理

赤澤真理

赤澤真理
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江戸時代前期の源氏絵に示された建築空間―格式表現の獲得から多様性へ―
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平泉文化フォーラム
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

赤澤真理

赤澤真理・伊永陽子・森田直美

赤澤真理・伊永陽子・森田直美
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 ４．発表年
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皇后宮寛子春秋歌合の空間演出―建築・装束・調度品の復原―
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